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色処の定義の変遷

-形色の概念を中心に-

劉嬉嬉

はじめに

世親(陶血ndhu)の大著附毘達磨倶舎細心'lbhidhfD71仰刷物:細 h)は全9章より術成さ

払説一切有部(以下、 有部)の伝統説である町司毘遡宮大毘婆沙;制などの綱要を示しつつも経

祉部(以下、経部)などの立場を借りた独自の批判を加えている。このうち、第l章「界品J(瓜 Bh.l)

は街道するように五境のうち色処の分類として顕色(v:m.1凶)と形色匂m油加)を示し、さらに色

処の要素として 20離を挙げ、それぞれを顕色と}彩色との四句分別に対応させる。そのうち、形

色は有部の示す五業lのうちの身表業にも定義づけられ2、第 IV ï~r業品J(八KBh.IV)の身表業の

l 身茨m . 身!除表業 ・ 18表業 ・ 語1!~表策 ・ 怠業のIi1.花。

Cr:A1くBh.IV[pr: 192.(ト10J
kil11 pW1llS lal kamlCly伽/

E幽 niltn政P1U!1伺旬t//IY.tbl/
su岡山町 /dvc karmru.li倒叫kannaα仰 tv古制/y司Itac句吋1吋叫叩a切羽11伺旬I/t巴出dvckannaQI llIl.li bhavanu / 
kiiy司、rdnmanaホam歯li/ 

それでは、その業は何であるかと 〔言われれは1、

怠思とそれ億思)によって作られたもの地2それ舗である。 (tY.tω

と説かれた。 経はに陥の業は、 意思の業と~Æ.己〔の却である。J と説く 。 そして、意思によって作られた

ものが況かれる所の怠tE巴〔の却である。これらのこ樋の業は三筋になる。身・語・1まの三業である。
Ct:AKBILlV仰で192.18J

te旬、~jñaptya吋j白aptï1/IV.2a// 
telukaya減kkf叩nrujipmt同 岨]1吋恒例)'3vijnap凶叩bl頑vcveditavyc /1 

しかしながら、それら二つのもの仰・露二掛には表・無我がある。 (IV.2a)

しかしながら、それらの身 ・語二業は、それぞれが裂と無表を自性とする。と知るべきである。

2八KBh.lIPr:6.18-19)
制 i問国i曲目10問噛I1.l..11a1.1/ dirgl副曲11prad自h陥yavijnapU.>vabh<i叩h/

j胞としては存在するけれども顕色としては('(吊し〕無い 〔色似:)あり、長などの一部分で、身表明。

を自性とするものである。

八KBh.lV[Pr:I92.19-211 
taU百m/

kllya吋j白日ptir均百tesaJI回hWlaJ!1/11 Y.2bc /1 
cllω咽senakii戸守司阻u1<Ilau1<I鈎H凶lliinru]1kii)'3吋Uilaplib/ 

しかし、その中で、

身表出彰色であると認められる.(JV.2.bc) 
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議命においても重要な概念として登場する。AK8h.lVの身表業の議命の邸側形色が実有である

か否かという点である。有郁の形色実有説に対して、先ず世親は経部の立場から、形色はただ顕

色によって輪車11が現れた仮有てーあるとする形色仮有説を主張する3。そして、 世親はt封11の立場で

形色の認識方法のうち主に①二根取の問題4と②宙倣の問迫5の2つの視点から有部の説を批判し

ている。 一方、rPk結制(・Kru7IIilliddJ中<1kOJ白川lasg17lb pdi 11ω (11句wpa:KSP)では、最初に形色の

心の力によって、 身にそれJぞれの場合に応じて但こる〕 形色が身表である。

3 AKBh.IVQ)r:194.l4-1η 
na抑制1滋haIllUlldrJVY<I!a iti Sall山fU1tik功1ekadilill1l1khe hi bhU)'aSi V<U1)a IItp羽nedIrgI凶]1而pumlU pl司jnapyate1 !am 
cva凶句宣IpT同 ih問団11iti Iωtlm:li$ru1J bhu)'aSiωtllffisnU11 i!i 1回IvatTd削1C叩3miti 1即 叩ぬ円相1tHd)'~ltl1ã ・恒凶1

依as凶111disi d頃I1~V lU1lU1凶叩 nimn凶百mã釦雌.y.則前l1aI11dIrgI削1iti pmfiy.lIe 1 sarvato命令加温lllUllma収凶釧 ltν
na 111 khalu jal:戸J1tar羽nぉtiS3l11Stl泌J1lUlll

「形色は実体としては存在しない。」と経部の人々は〔言う〕。なぜなら、顕色が一方に聞してより多く生じる

場合に、「長(い)色である。Jと仮に表示される。それ出iliの凱色)と出絞してより少なく〔生じる).tJ..:拾

に、「短(い色)である。」と〔仮に表示〕 し、四万により多く性じる〕場合に、 naJiJ形である。Jと〔仮に
表示〕し、全て〔の方向〕において等しく性じる〕場合に、「円である。jと〔仮に表示する〕。このように全

てが同僚である。 例えば、 ~WIが一方向に他の間|析のない所に辺住島t して速やかに見られる 11寺に、「長い」と認

激される。全体が見られるH寺には、同首である。」とC認識される〕。しかし、形色は 〔顕色とは〕別の車問1では
ない。〔というようである。〕

4AJくBh.lV[Pr: 1 94. 18-21] 
yadi hi勾喧tl

dvigr古hy司"1syat I/fV:Jdl 
α帥隔 hi ~l掃のがlaI11ity a哨~Y.ltCka)'endriy'白河pi叩附ctidvabh州lU町 1gmhaI)lUll ))'苛pnuy古!lnaω而凶yatunl1sya
dVdbhYdr]1 gml油国11 ，凶i / yatlk~ V百 sp'~tavyedirghadigmhaI)UlJ1 ta何Yru1JC鈍l]lbhavydlfull1

なぜなら、 もしOf3色が多言在する〕ならば、

二餓訟によって拒盟されるべきものであろう。 (IV:Jc)

なせ.なら、服によって見て「長い」と判断さ札州によって触れられても (1長いJと判断される〕 ので、二〔闘

によってこれ Oミいという形色)州t唱されることになるであろう。しかし、 〔日正ぃ」という〕色処が二 白良〕
によって犯程されることはしない。さもなけれl王、 例訂正、〔有郁によれは'JF，lr剣山対して、「長いJ~宇治守巴躍さ
れる〔が、その中にj杉色はない〕、それと同僚に顕色に対してもO彩色がなくても「長いJ等カ司凶産される〕と想
定されるべきである。

5 AKBh.IV [Pr: 195.5・8]
yac capi kiI]ぉil鈎pmtigJ1lU11而問11asti t3d ava品開11pardl11fU)3u vidyate I 

na ~~1nau tat 11 IV:Jピ11
mωS3I11Stl由1lU]市町凶明uvidydtediゆadil
そして、 何らかの「手刊すの色」があるものには、必ず極微において存在するが、

それ O彰色〉は微としてではない。(IV:Jc')
そして、「長い」 等の形色は極微において存在しない。

今
〆
句
n川
J
W
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極微に関する3つの批判利子わが、 A阻 h.rvでの経部の形色仮有説を継承するものの7、形色の

二根取に関する議命は省略さ払極微の問題が主に取り上げられているB。そして、 AKBh.Nで

6 KSP [M:3.9-4ゑ D:135必-4， P:156凶]

ci steV kha <k宅bzhindll刷 phrnrnbtll制伽/加terolllphrn曲 kyibyc brag 'dus pa :zhig yin nam t∞tekha叫 las噂
pa伽 pala陥戸bpa'ir曲 s割1a!1gcig仰泊igyin nab) // 

a)deM，D，P; KSI寸に従いsle b)omitnaP 

それでは、 ① L長等の形色は〕顕色のように特定の極微として認められるのか。 或いは、 ② O~色は〕特定の

脳波が集められたものであるのか。或いは、@O彩色は〕顕色等地喋められたものに遍在している別のii!一実

体であるのか。

C仁なお、 『唯識二十論J(均印刷 、ijiiaplimal1t拍 t訓 II:VS) k.11の定行[L:617・71]でも同様の3つの問いを用

いて色なと・の対象の実在地Z否定されている。また、f大鹿主役少論J[T.27.702a判1]にを蹴についての詳しい諮命

がある。結城 [1986Jpp.423-426、山仁l・型行事 [1953Jpp.70-71。

?陥PIMえ11・17，D:135a7・135b2. 1':1 57a4c7] 

凶yogsgロggJsgぽ伽pamangpor釦釦gparaniring凶 bloもyungl出ungnguIa nj')出1D1g略 lI'ibloもyungItharns叫
nas rnn戸 nparsr幽息切Iani Iharn pa'i bloも'yung/ khor yug r硲 nm戸mpa Ia ni 7JlIrn po'・ibloもyungldbus na mang po Ia 
ni mtl10n po'・ibloも1)'lU1gI nyung ba Ia ni dma' ba'i bloも1)'lU1gI phyog; gcig gi sgor snang ba Ia ni phya le凶ibloも')'lU1gI 
phy噂 m 凶og;kyi sgo Ia ni phya le ma yin pa'i blo 'b)'lll1g ngo /1 
a)omitniD 

一方向の面において集められるものが多く見られるなら低長いという紘一樹Z生起し、少なく但られる〕 な

ら民短いという溺 初生起する。あらゆる防向(1/.肪))より平等に見られるならは方 (正方JfJ}という

良部が生起し、周回より平等に 〔見られる〕なら瓜門という設稲刈=起する。中心lこ多く目られる〕なら

低 r:Jという認紛t生起し、 〔中心に〕少なく〔見られる〕なら民 凹という設識が生起する。一方向の聞に

見られるならば、正という認識が生起し、様々な方向の而に〔見られる〕ならば、不ヨEという認識が生起する

のである。

8陪PIMヨ13・15.D:135a4， 1':15ぬ8トIS7al)

gal te rdul phra凶 kyibyc brng ciピ，)yin na ni I des nib)伽凶icl凶 1お陀陀Iaring po nyid伽 thlU1gngJl叩dIasog; pa 
酔mg凶r'割問Id戸rnakhadog凶lInr1O/I 
a)α記P:zh信M，D b)niM，P:llaD 

①もし、 0f3色が〕 特定の極微であるなら民それによって、集められる 〔位搬の〕各々の部助に 「長性l又は

「短性jなど州特られることとなる。例えば、 I顎色のように」である。

KSPIM:3.16・19，D:135a4c5， P:157al・2)

加印刷phrnrnb J..-yi byc brng 'dus pa拘 yinna ni I de kl凶 勾gi刷 phrnrnb J..-yi byc brng 'dus pa Ias仙凶開rciyod
dc/de也gkhona・幽pa'ikh凶阿1asring po 'am I伽 19ngu 1a sog;阿'g;jUrrol/

②もし、防創立〕特定の極微が集められたものであるならl王、それは顕色の特定の極微が集められたものと、

何の違い方南るのか。それら倒色の極紛こそが集められる泣いにより、悔い」又は「短い」等となるの

である。

陪P[M:4.1-9，D:135必ー7，P:IS7a2-4) 

'011 te kha dog Ia 50疹pa伽 pa凶 凶戸bpa'i rd1as gcig puホigyin na ni / dc gcig仰のidyin pa'i phyir曲19/1d明b開yin
凶iphyirchaめasrerela伊時加・即lTtc/thamsα!dladcy凶 pa'iがlyirroh伊ngnadegcigpurnayin tel chadangchar 
marn阿 gnaspa'i州 rrolls切開hedbcuni耐 phra曲闘が padagyinnozh岱 bya凶igrub凶 rntl13'dang yang 'gal 
bar 'gyur ro 11 gz噂ZlU1pa'i伊199isyanIa昌明朗rd1asSll srnra ba yang spel凶r'gjurrol/
a)/a叫D:/，ωl' b)bsagsM，pふ奴JgSD
@もし、 O修色は〕顕色等が集められたものに遍在している旬IJの〕紙一実体であるならば、 Oそれは単一の
ものであるので、そして遍在しているものであるので、各々の部付J巴慢されることとなる。全て 〔の都内
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の経部の1彩色{反有説をj羽いてKSPでは 「したがって形色の表は成立しない勺という結論を示し

ている。このことから、身表や形色についての世識の思犯が極微を中心とするものに変巡してい

ったと考えられる10。

AKBh.lVの身表業の議論における形色についての先何日f究て廿、MくBhの記述を踏まえたり、

衆賢(ぉJ11ghabhi蜘)の nr百四割審ll1fuEJlJ1i制での詰主と比"皮したり、 さらには、パーリアピダン
マの 『樹脂仙 ω即 1111叩 igalli:加)やそのJ:I矧における色処の言蹴と比"没するものはあっても
11、議命の前挺となる形色のu総や定義についての!日院はない。さらに、 Dhsや硝lの 「六足利
や 『大毘婆沙;品』などの抗生での色処や形色の訟Eを町段 、すると、それぞれの内容が異なってお

り、 AKBhや町iι盟ミ何で説かれる内容に亙るまでに、色処の要素の|人的と数、それらを顕色
と形色との1'4句分.，JIJ I.:::t-t.応させる仕方、及び射さ提との|英|係と共に、 }彩色の枇合:や定義が必~し

ている こ とをf~ll\ した。

本稿では Dhsを，，-'心とするパーリアピダンマ文献における色処のi革論を踏まえ、 AKBh以前

の有部の論111である 「六足論j や 『大民主主沙~1?tiJ ;などにおける色処の議論と形色の用(YIJ121こ)JIIえ、

AKBhと町杭正国可制などの文献を比絞し、色処の定義の変巡を必にj杉色という概念がどのよう

に形成されたのかを考察する。

1パー リアピダンマにおける色処

原始仏教以来、 一切法はいわゆるE組・ 卜ニ処・十八界の三科に分類される。そのうち瓦磁の

，'，の色離はあらゆる物質を意味し、広:iSiの色 G恥)である。色砲はさらにIIIi搬・湾初 .t:，'vt!ll・

舌根・身根の五線、及び色処-J17処 ・芥処・り拠ト創拠の五境に分けら払 IIN恨の亦I象である色

処は狭義の色である。しかし、ニカーヤ・|川合では色離を物質と して客観的に論じることはなく、

色砲がずだ却こ士、lしていかなる芯IJ未剖'守っており、いかにして(舗道に恥怖される状態から!)j(Eれるこ

にそれ地哨るからである。 また、 ii) それは111ーでないのである。 行|ゆl~ií分ごとにおいて訂位するからである。

〔部助治苛叫すれl王、)r十処は極微の集まったものである。」という定説にも偲触するものになるのである。
iii)カナーグ(ヴァイシェーシカ|跡目)による令休の夫体論をl杓長させることになるのである。

。KSP(M:5.21.0: 1 35b6. P:157b4] 
de'i phyirdbyibs kyi mam parrig b戸 Imi'郡山凶H

'0さらに、 Vsにおいては極微説のj比;:I~Jだけになる。 J II村 [1978] ppl68-169。

" 山口 [1951 ]、工総 [1 983]、浪花 [1蜘]、 JJI~i [2009]。

'2有部の論;E?には、形色の語地，，1.11繁に見られるが、ほとんどは「人の形{本容貌Hα:r!.f.明1"児三制 lで26.405明
。彩色醜阻ん『大路~Ì'y~細 仰7. I∞b削 除6.1仙 8-9)f;形色刷刷。)という 11~床て世われている。 ここで

は、顕色 (いろ)に対して形色 (かたち)の怠1沫としての}干l例を取りH:lし、 分析する。
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とができるかという主観的な見方で論じられる13。色砲についてニカーヤ ・阿含に共通の「牧牛

経!などでは、凶フcN!&ひ四大譜野f造と して説朋 されている140 この説明は後述するようにパー

リアヒ・ダンマ及ひ哨部アピダルマ文蹴でもそのまま勧衣されている。 一方、狭義の色である色処

については、 ニカーヤ ・阿含に共通の経典では六処の lつとして挙げられる程度で具体的な説明

は極めて乏しいが、 ニカーヤ・阿合に共通しない飽 処ではそれぞれ三種色衆に|刻する記述がある

15。つまり、色処に関する客観的な議論が展開されるようになるのはパーリアピダンマ及ひ守諸1I

IJ水野 [1朔 a]pp.343・.344.

14 MN.33拍 l舟併協則的仰"S:ω.i2201牛28JCf.片山 [1998]p.156 
kau1aIIωbh永khavcbhikkhu na 1匂頑員u'hoti 1 idha bhホkhavcbhωdlU戸1]1kilici r古伊1]1抽出pr匂孤1)1側 面

lllaJ泌bhu血1ぬIUJlnrulca lllahゐhu曲四llU耐a)品nrpanU州五bhu凶]1na pp揃副/側 ]1kho凶ikkhavcbh帖hulIa 
而関節目hαil

では、比丘たちよ、どのよう に比丘は色 Of~) を知らないのか。 比丘たちょ、ここに、比丘は「およそ色とい

う色は、すべて四大穐と四六簡によって巡られた色とからなる」ということを如実に知りません。比丘たちよ、

このように比丘は色。防を知らないのです。

同 副品目についてはPTSD[2015] p.575に加川IIg[叩 脳;)lxxIilyfi∞llSとある。

AN泊. 1 8白凶f拘[PTS:7.v.348.7叫 et:)~111 [1朔]p.156 
kath，ulω凶品也havcbhikkhu na而同前白boti1 idha bhikkhave b凶ddlllyaJ¥l kinci焔開1)1創 出ica lllall<1bh日出1i剖 1Ull凶lca
11凶制 lu!ful<1I11up1副卯l百panu刑制1白凶)1n.1 P(XljlUlaIi 1 CvaJl1 kho bhikkll<WC bhikkh日間 而凶日日hotil

では、比丘たちよ、どのよう に比丘は色 Of~) を知らないのか。 比丘たちょ、ここに、 Mニ丘は 「色はl国大館と

四大凶によって造られた色とからなる」 ということを如実に知りません。比丘たちよ、このように比丘は色Of~)

を知らないのです。

『雑阿合経J(一二四i)t.)P牧牛者経J[Tヨ.342c.25・2句

云何名不知色。 2駒市色彼一切四対処日大iti、足名m色利日主胸L
r1l"l団司台経Jf:放ll:，rhJ1で2.794a23・25]

云何比丘不知色刷副尤丘、有四大及四大月品色、皆宏司知。 ~II地ヒ丘、耳切l以色。

r&~説紋牛組J [T:2.546.b2-3) 

比丘、云何不知色。 比丘、不知四大、不知四大i9r.足池。 比丘、如是不知。

日このうち、 f鉱Eする『弘明門足誕の基となったとされるSaJigilLI古川 (ニカーャ:DN.33SaJ肘四1110.阿合:

『反例会経』 σο 「制限llJ)が取り上げるーI~中の六内処と六タ山政び三極色然の2剖:を以下に示す。 また

あ，祈u1Ilroは釈記事の要J，'Iを受け舎手IJ，ll治結集すべき正法としてイ弛を化現する形式をとり、管原白01凶によ
ると SaJigilislIlm自体にアヒ・ダJレマを術祭する傑作がなされているとの指摘がある。なお、三種色雰えに関する

日出Eは問機到でi却問できないがmm門町制 [T乏6.379b3-7，Cr材 J位 2伺の三色処の日己主と→文する。
また、 SaJigit白川'10と直後対凡、しないが『糊1111合制(三ニニ)陥1村人脳自で卜ニ処を六内処と六外処に分け、

それぞれを三種包!~(こ分類する阿含て叫トのilè.iillがある。 さらに、 n以内入施経l に続く(三二三) f:六内入成

経l、(三二四)r六外川滋到 はお'ig耐仰の六内処と六外処の20mと対応するため、併せて促示する.
DN.33SaJ肘則的pη3ヨ5.iii143.10-(9)cf.i'(Jj;( [2018J p15 
日山ikho avuso lena bha伊叩taj加五戸図 録制1組側、m泊 抽出恥田chadJ削 masammac蹴 hatallωIUlasabl蜘 C閣
制 g声yilab¥xuJl...(究…nIuJa卯hitaya釦khayadevmlllUll瞬 間 )111ka4l1llC cha /1 。)chaa，Uhatti陥川柳刷泊1i1ωkld福岡anarp叫 ya凶lUl1gI画戸凶山11ji幅 yul!剛]1kay百戸凶1ill]lltl<lIlaya凶1ill]l11
(ii)cha凶hi尚幅五ya加1fu1i1 nr(泌ya凶1ill]l獄油戸川町3伊川JJay宮町1ill]lr.:凶)'1lIru1ru]1pllOl仰以XI)品凶町1dJwnrnayaω1ill]l11
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アヒ・ダJレマ文献からである。

まず、パーリの諒命書で色処に関する詰遣はパーリアヒγンマ七論16の第ーである Dhs及び

その註釈告にある。 Dhsの色処に関する記述は以下のようである。

「色処である色Jとはどれらか。四大騒によって造られた色であり、顕色という顕われ.17(-四lllanibl歯)

友たちよ、かの世尊 ・知者・見者・応供・正等:rt者によって、六法か宜しく説示された。それを全員治結集す
べきであり、 1同日..天 ・人たちの利益のため、相主のため、安楽のためになるだろう。いずれの六法か。

(1)六内処は、服処・耳処・0:処・舌処 ・身処・12純である。

(2)六外処は、色処・声処 ・香処 ・例改1'~1拠 ・ 法先Lである。

『長阿合組J(jο 「党ぽ~到 [T: 1.5 1c1(ト 19]

又諸比丘。矧硯六正法。 (1)剥内六入、限入・耳入 ，!il~入 ・舌入 ・身入 ・ 13入。

復有1\去。(2)郡タト六入、色入 ， ~入 ・ 番人 ・ 味人 ・ 鯛入 ・ 法九

Cf:開例制剖(三二三)i六内川脳rfU[T:2.91 c24-25] 

世耳事告諸比丘。有六内入島市Ilm~内川怠耳 ・ ぬ・舌・身'Xt.内入品

C( r騨輪組(三二四1)i六外入J麟到 [Tヨ別c28ー知1]
世務告諸比丘。有プ可外入品云何1鶏六。調色廷外入JiI&聖子・香 ・l味・鰯 ・法是外Nふ是名六外入J1il，
DNJ3.S<:万百gilLI'UllawrS:35.iu.2 1 7.22・241
(xxxiv) tividhcna而p<削伊110/s<ulidassanaS<1p抑制lrull而仰l]laniぬ続出判明¥iglllll1】而問111anid・百組nappatigllilll1而開m//

(34)三種侶側、有見郁す色・ !!l~賄対色， !!l~見!!l開色である。

c(開阿部到(三二二)ruru-J、l入J鎖到 [T:2.9IcI0-21]
i山L 如山間色外入1払 世l!c~]1語紙不脱却I~ 云{lìJl.!!l弘色外刈必 111:告比丘。色外入J怠若色凹大述、可

児徴L是名色御 ト入品

i反自協言。 世耳照雄綜砂ト入JJl._不J附沙~I~ 云{可部砂ト入J/& Ol:告比6:.，若醜財議、耳石I見有針。官[鴎香味亦

加さら ím昔L 世綿1説綴外入底不!蹄}う~I~ 云何脚ト人1/& (~弗告比応 燭外N怠者、制11!吠及四対iS色不可克

有飢是名燭外入J託。

御礼世話r.~~iM'~Altíi、不勝均110 (91:告比6:.，御同法者\ ー|一入所不断、不可知'!l~室、L 足名出FトNふ

16 パーリアピダンマーヒ論の正艇なJiXiL年代及び相互のi狗1刻刻係i，)q~1リiであるが、 71<!1l1' [1997bJ p.1力によると、

これら七論は恐らく仏滅後l∞年以降から紀元前2∞1Ft頁までに2∞年ほどかけて成立したようである。

17ここでのiJi色という顕われ(VlU.lI)illlibha)の蝋色は有郊のいわゆる形創請けるiJi色とは逃い、 tliに色彩を表

す認であるが、 |百lじvan問 (skt.日lll)a)を用いるため、J!Ji色に訳す二また、AsIでは以下のように島ね党する。

Asl635 [I羽 :12.316外 317.1]α浪花[2014Jp.514 
而paydtananiω邸淵1)1)0va vaJ.lrJ削 ibhi¥/ nib凶titi Vd ni凶u'iαkkhuvi師 U.la瑚凶ka!ahoti ti alOlO /四月ov..l nibha 
明umanibha//

色処の説明の中で、顕色という顕れ (v..mnani伽 )とは顕色(四lllla)である。 あるいは釦出するから削れであ

り、眼識に対して明らかであるという意I!未である。顕色が顕れであるから顕色という顕れである。
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であり、有見献すの'i'I..黄・赤・白・烈・箇18・緑〔の草〕の色・ 〔マンゴーの〕芽の色19、長 ・短 ・小・

大・門・術円・四方・六方・八方・十六方 ・底 ・高、影 ・光・I!J'I.閤・fl1・3努・緩・腹・月輸の顕色と

いう顕われ・日輸の顕色という顕われ・且の顕色という顕われ・鋭の顕色という顕われ・宝珠や宝蝶や

工珠や思隅の顕色という顕われ ・金や銀の~i色という顕われである。或は聞大樋によって造られた他の

有見郁!の顕色という顕われである。有比静Iの色であり、然見郁すの|岐により見られた、主党は見られ

る、或は見られるであろう、見られうるところの、その色、その色皮Lその色罪人これがその「色処で

ある色」である到。

以上の言改Eによると、ニカーヤ ・阿合に始まる色処の定義を継承・発展させ、色処は四対五所

造で、色彩の顕れであり、有見制すで、|恨の所見という 4項目で定義づけられている。また、 ニ

カーヤになかった定義として、色彩の誕百れカ嘩げられている。その実例として青など 34の色を

挙げている。その34の色の中に、長 ・短 ・小 ・大 ・円・桁円 ・四方 ・六方 ・八方 ・十六方 ・底 ・

市iという有郁が示す形色のような 12の要紫も合まれているが、すべてが「顕色という顕れJと

みなさ払形色を区別する枇念は出ていない。なお、 Dhsでは背など以外に緑〔の草〕の色、〔マ

ンゴーの〕芽の色内月輪の色の顕わ才仏日輸の色の顕わR 星の色の顕わR 鏡の色の顕わR

宝珠や宝螺や工窃長や瑠硝の色の顕わ払金付艮の色の顕われなどまだ枇念化されていない色も挙

げている。最後に結論として|恨によって見えるものが全て色処であると挙げられる。この時点、で

は、色越の諸要素はまだ無限定で、顕色と形色を区別するような概念も脱衣されていなし、。

18 PTSO [2015] p.534によると、パーリ指紋では、明。a肘ミ低nila('m、pill的 (災)、lohit山(亦)、伺拍

(白)、開出血ra俵め、n叫j吋Iha(却の6ω略げられる。しかし、 Ohsでは、 pabh幽 m傍!りではなく、

反対の意味の陥凶保)となっているように、 6色の内容はパーリ刻武で刷脆:には決まっていない。また、

「tf、策、赤、自Jの4色はパーリ、有郁ともヲ匂函である。

円As1635[円"'S:12.317.8-15]C[浪花 [2014Jp.514 

‘'harittaca hellla~叩1.Jllf!1 焔lnru11制nukha ~kamã" (Ja凶<lINo.534，Mahall(lJ!ISlI-Jal，政1，k.89cd)ti / ettha問1Uki耐 pihan
H釦VlII)!)llI]lVU削 pl開ratopan'as<;a jatar恥割1lIJ)enagahi阻I歯i白血iwnhari r語ma11 imani刻包vatUUU]l:U曲nasitv吉
sabhavena eva dassi曲1iI harivann<Ul ti hari~辺必aJaVlll) r;山)1 11盈nb:uik1問団早nanti 3mlxuik山古1UsarJ語J1UVl1l抑制1/in曲 idve
V<lt山田11amasilv.1 dぉSI鼠nill

「ノサ色の出却をした黄金色のスムカよ、好きに飛んでいけJという ここではノ、リ Uk'III)というのは加賀咽

住)のことであるが、後ではそれはja凶阿 佐)の語に合まれているから、ここではノ、リというのは注凶

倶)のことである。これら七つはI1I4句を考l低せずに、自性によって示された。ρ リ色とは緑の尊の色である。

マンゴーの芽の色とはマンゴーの芽と等しい色である。これら二つはヰ吻を考慮して示された。

加 Ohs617[PTS:31.13923・3勾
ka也man凶n而palp!Upaya凶1剖11/戸lpr恥 mωtW1I1，U]1maI協同自明111医油戸Vl1l;U)3l1ibha訓 i必ssanar!1sappa!ig!1UlTl 
口市l)1pilalau]l lohi山 ]loda凶11kãjakaJp叫jC\~mk:U11hari澗脚11<uik1traVlll)剛付制問 1)1削11U福岡四国m
parima判d血11ω且四psal)1cl凶却J1S3T!1U!¥harnsar!l SO!a鉛111Sa1]1ninnatl凶at]lcl1ay量atapoaloko an小akaroabbl1a ma凶d
cU1luno r司)0伺ぽ勧m判泊四四早明且ibba釦riyanw対泊四 vannarubl1a山北凶pall3l11VlII)胆111凶aada鑓ma将池期
四月anibharr四国此11Ul11ut悩ve!uriyassaVlII)I)lU1ibl1a jatarupar<l戸a四 vanl凶制bhaI戸町1V宙開且必nampi a川首而PalTl
ωlWU1抑 n凶llibh日出町 upadaya咽明釦ibl1a蜘i伽5anal)1sap阿ig!凶111戸111nipal)1 sani由ssaam却問畠凶n/ 
ωkkh叫 anida組問砲鈎ppa妙側関ssiv古開制tlV古関SSI蹴 tiVd passe Vd I而開市加11而pay棚田11同町而阿l歯tu
pesa/i也111凶n而関m均伽凶k1J1111
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以上の Dhs の記述に対して、その討JI~~~}である Allhω.. olilli(八sl)21では有部の形色に相当する長

などについてより詳しく解釈されている。

長年卜こは凹1~lì酬の名称 (vohãrn) から示された。 これらの1!!1I悩用の名州立上搬によって成りI1.つ

もの (u!XUliぬa)'<lSidcUm)と百iWIJによって成り立つもの(sai1nivesasidcU13)とである。つま り、 :艮等はそれ

ぞれを比較して成り立つものである。 r'I~~;は特殊な商政11によ って O或り立つもの〕である。その'1'で、

短と比絞して、それより向いものがj主であり、それ(長)と比較して、それより低いものが短である。

大と此撤して、それより小さいものが小であり、それωゆとH角立して、それより大きものが大である。
市輸のj杉が円であり、 1抑Hの形が的円である。 四方向によって結びつけたものが四方であり、 j'持j.1こつ

いてもそれと同じ日ゴfである。低とは1"1であり、高とはI~Iである。 そこで、 j明日ま触れても知ることが

できるが、 '"I~j"~は刷!れても知ること刊できないので、制.1的な方法 (nippariyJya) によってはjミl土色

処ではない、短~; 'b 問機である。それそ.れに(向上して、それぞれのj忍副~'(:百Eすると 〔言 う〕よう に、

それそ.れの也11:lli泊JIJの名称によってここでは色処のみが説かれていると知るべきであるえ

Aslでは、先ほとヰ市11が示す形色のような要素として示したj乏など 12の色処についてより詳

しく説明されている。さらに Dhsの弘JI:にあたる DhaJllIII邸付'anIlmila/Ika(ル11)の詔書3を基に

すると、長など 12の色処は、①世印刷11の名称 (vol曲)と鎖 倒的方法 (nip阿 yaya)の2つの

理由によってm~僚には色処て斗まないと される。

① 凶1rv.邸周の名称として長など 12の色処は、 比較 (upani訓 yd)と配ヲIJ(smIlniv，四)の2つの条

2' AsIはプッタ・ゴーサ ω11(凶旧ゆ畑、5世民!ω の?千作のーっとされている。 7J<!1!f[1997凶 )>.1790
22 Asl635 [PTS:12JI7.15羽 |
dighadini dvad<邸vol福mtod<1錨i山1i/ωωt巴判1VolllllO upanidhayasidcU10 c'cv古舘rimivc凶 idcU10ω/digl頑dinihi 
an加n，uli1aJ11upanicUliiy.1 siddhani / valladini倒Ilnives<川崎 刷 /tattl13 mssmp upm1icUlii抑制0ωca凶羽PdiglUU11 / t;up 
upaJll伽yatato ni，凶胤11]1ri幽叩/thiilrup U!XU1icUぜiyatato khl出桃山抑制.11山町1/凶]1u)><U1icUliiyatato mah:Ulli.l駐日剖11
U1U削1/叫初期VlaJllU)lVl11仰11/kukkl1同cIa切J)PlfUllU11)>arin凶}φlaJ]1/αIwhi加1帥 l)'lll加nω1山 J1Sar]l/ c1m加11sadi釦
pi es'cva nayo / ninnan ti 0印刷]1/制加U凶1113凶11/凶um畑頑diglliidiniphusitVd pi拙 kajanitul]l /口市dini!XU1'側凶
但kka凶凶nanippariyaycna digl附 nipaya加lllJl1taula m踊dini/附加]1nissa戸開na/刷、初日福山iω11diglUU11 n臨 :U1
ti tcna tena voharena而pa戸畑山nげ国伽悦福51刷 tivcditabbar!1 // 

!l AsIのi主で、作者はフ'ツタ・ゴーサとほl幻日III1i代のアーナンタ・ (λ山由)とされる。7J<!1!t[199Th] p.185。
MI[BSC:150ふ13]
四J.lR;lunibhilti而F雨戸凶UU11C哨 nicklitUllU1titadCVl1白戸kkhirva鈎ni血SS:lIlllI]1UIl3pIUl1Sakanickleso kato /凶 rn.lti
nip開riy量y川凶1lU]1n百五dil削Jlph凶 tvJ.司如itabbato/ diglladinanαphl1sitVd janitab凶10na nippariyilycna drgh:U]l 
凶pllyatanUlJ1/taIJ1 ta111 niSSllynti digl副悶miv削 J)lbh日凶:unuda州 ni副知/tatha tatha Ihit:mti digl1iidisanniv，佃 1<1
¥hi凶11VlU)別組mudayabhullU)l[官pay百凶瑚neva/digl成livol曲'CI1abhasi凶1】/

顕色という顕われ (var:U.k'Ulibl凶)と色処のみ油ギ~I則されたから、 それbみをJ考慮して有見と司時七で説示された。

それゆえとは、絶対が防法による色である'1'['などは触れて知るこができないから、長などは触れて、知ることが

できるから、 制す古坊法によって怯尉Z色処ではない。それそ.れに依止してとは、長などとして百訓されたも

のである w騒の集合体に依LIニしている。それノぞれの L長短が〕存在すると〔言う〕ようにとは、長などの
百四lによって存在する色の集合体になったものである色処こそが、長なと・の凶nIi邸円の名称によって話られる

ものである。
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件によって仮に了油:するものであるとされる。つまり、 長 ・短と小 ・大は相互に比較することで

成り立つものである。 円など践りの 8 要素は特殊な配~IJによって成り立つものである。

僅灘対的方法として長など12の色処は、身体で触れても知ることができるが、その他の青な

ど 22の色処は身体で触れても知ることができないので、長などは色処ではない。つまり、

AKBh.lVでも議論になっている長などは身と限によって諒fl'tされるというこ榔"&の開闘である。

以上によると、パーリアピダンマでは、色処としてず?など34の色があり、長など 12の要素

も合まれているが、全体的には色処は顕色と捉えら払有部が示す顕色と形色を区別する既念は

なく、青など22の色処と長など 12の色処は未区分の状態にある。さらに注釈告の11祈tになる

と、長など 12の色処はただ凶郎通用の名称で、仮に存在するものなので、絶対的方法によれば

色処ではないとされる。 即ち、厳i留に言えほ?など22のみが色処である。また、 i良11:.[1朔]

の指椛樋 り、ここでの言白EはAJくBh.lVやKSPにおける形色はただ顕色によって輪郭が現れた仮

イIであるとする経ffiiや世親の形色仮有説に極めて類似している24。

2説一切有郁アピダノレマ文識における色処

2.1有部の七論及び 『大毘婆沙論』における色処

色処の記述は有部の初期5布l~ n珂毘達磨集異I'~.%ii細から見られる。

云何が色外砲なるや。答ム若しは色が限の震に、!JXは己に見内 !iXは今見、 或はtZに弘或lま彼の問分

なり。定れを色jl-ll&と名づく3.

以上のように 『矧 ー門忌細ではDhsと同じく、|恨によって過去 ・現在 ・和 初こ見られるも

の全ては色処であると定義する。また、他の記述から色処は有見有すす色であることも知られるお。

続いて、町可毘連!書法碓足論lにはDhsの記述に近い色処の記述がある。

云何か御感なるや。 謂く眼恨の如し。 胞に其の倒を説くベし。云何が色泌なるや。 ZRく色が!浪の~に、

己・正・73・にQ..及U殺の同分なれ 走れを色訴まと名づく。又、色例l良の精上の綾するl開設の鋳lこ、己-

正' 1!rに了別 し、 及ぴ彼の同分なり。 是れを色~と名づく。又、色はl即こ於いて、己 ・ 正 ・ 岱に磁し、

及び彼の同分なり。是れを色慮と名づく。又、色訓恨の尽に、己・正.1~tに行じ、及び彼の何分な り 。

是れを色底と名づく。是くの如く過去・未来・現在のUfの所有の色を名づけて色慮と浅し、持主所知乃

目 i良.1E[1蜘]p.142. 

担問ミ異門足謝 IT:26.42如 Cト12]

云何色外品答、若似S服、 或己弘!lX今弘或t品見或彼l百l払是名色州rA.

品加央r担論Jrrヨ6J79b3-η
三色泌者、詐市三樹紙ー切色何等瓜乙ー者、有色干I則il.t.ニ者、有色4里見布刻。三者、 有色Jl!C見年封。
云伊I有見有封色。慾:、一応云何無見行予他。答、 Ju&云何無見無罫I色。答、一応

p
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色処の定義の変遷(劉)

至所嬬立と名づく九此れはi反た云何。訓〈凶大金tfffriiliなり。'j'i-.賞 ・赤 ・白、忽・煙 ・鹿・霧、長・

短 ・ 方 ・ 困 ・ 悶・下 ・ 正・司王、影 ・ 光 ・ 1狗 .1111 ・ ~のー顕色、相維 ・ 紅 ・ 紫 ・ 碧緑 ・ -'È- .筒、及ひ徽

の所有の|刷畏の所見 l臨散の所了、所有の名I~Jl ・ 2ぷa .J~J否 . :lJ.~・明日 ・ 脳宣 ・ 言説を謂ひて色と名づ

け、色界と名づけ、白l:&と名づけ、'断去と名づく。娃くの如きωl:&は是れタf.lhiに織す認。
以上の5己主によると、まず、l仮処が眼恨の対象であることから色処に置き換えら.n，そして、

色処は過去 ・ 現在 ・ 分諜の色であり、四六l靭槌であり、 IU~によって認識されるものという 3 項

目で定義される。そして Dhsによる 34の色と比べて少ないが、 l?など27の色を挙げている。

Dhsと閉じようにその27の色の中で、長 ・短などの8のEE紫も含まれているが、空のー顕色を

除いて顕色と形色という枕念は出ていない。この空のー顕色 Gl<'l脳血V3I1)a)は有部の克蜘こ多

く訟Eされる祈白安解説する文献は極めて少なく、町町日mil制によると郷'If¥山の四方の色が空

中に反映された色とされるお。また、最後にl恨の所見のものが全て色・色界・色処・彼岸供外則

訂 nìJ掬lJ'JE青空白むと省略されているが、前出のl侭恨の附tの:tCiZllから「所知 ・ r~ ' 所通達 ・間断1 ・ 所

附郁・所見・所M・所1:'l'所現き7党・所了 ・J間;了 ・月糊.rfr南限 ・ 月制実 ・所が押 ・ r~胡 .i'fr向調・所在・

ïïJ問問であることが町憾できる。 また、 l恨恨を|除く他の十二処のj舷 ・ 刺~.廊Eの請の所有の各処の説.I!JI

の際にもfì1J孜117う互F>J博読むと記されるため、 十二処)~ì泊の特性と羽!解できる。

『法総足号制 ITヨ6.498cl・5]

111出過去・未来・現也市肝ー!仮名馬!日服、亦、名所知.iji-:;:，& . r'ffi硲，j!.月組知.rli繭糊!・所見・所得.J9i1'.t. 
n聞きf1-'.t・所了 ・iji-等7・汚翻・所き7微 .i'fr託部・iiJ似抑.rrr締・月間絹・所謹・所箱詰L
耳『法磁足J細 11ヨ6.5蜘10-21]

云例lU~iI&訴/lIl lIU~Uし臨賠訴目。云戸l色JJrr." ;]\'/ωSIU~、巴 ・ 正 ・ 百tム!... &彼岡分。是名色広文、 白~I拠地上

期郎氏己・正 ・1:rY5]lk及倒司仇是名白&又、 ωj引l良、巴・正・仙波、及倒可分hi忌名色底又、色1号
服、巴 ・正 ・1:府、及倒可分"f量名色ほ。!la古品去・米来 ・現出倒的色名民色底亦、名所知乃蛮荷布芯
此1!l云何。3和1fh'1畑i

l旬明H引H焔1泊白.~空告一矧払 制榊車維佐 . 紅.紫 . 涯椴 . ~息さ .褐、 及的別T眼前列見、 IU~i靭『了、所有名脱 ・ 掠吾 ・ J~3lJ. ~l! ・

等先日 ・施設・言説J11名色名色界、名色施、名制話。!lrH詰白必百凶i仏

;:<) n町田斑湘 [T:乏9.538b2トb28]
盗-!Il'i=ef'o ~1・況空ι110 脚本IJl剖L 刑制色蛍彩写'0..有飯町胤而{g;加七五」姉lIí羽化云何。以続得色拠

地~Iff航路醐邸to 不可知胤依不純弘説gl'-Mrt.. Jft~界色。 Jn切11J9ilt<. 以純可弘 J次名一瀬。

また、附限広!制 [T:ヨ9.33ぬl ト1 2 ，Cf材唯55]ではさ告の~胞を空緋色のL0'JII としており、 fí具合5縮むは『識

身足i制 Fヨ6.583al (ト 1 7，Cf本紙読土 32]て'の空の-~Ji色をw . -ÿj_ ・ 赤 ・ !とl とする言己ZIiを併せ、空のー顕色を2閣不

111の匹防の'u.j!{(.赤・自の色が空'-1.'に即日lとされたさ包w色としている。
CJ: r似合J命JeJIT:41.1ω8-17a9] 
~l・1妙日山四遁空中各ー顕色名空-!!t[色。依田虫三 |悩云、空一則&.i1'/~在中隊出必lU-'Ø見事E色 r1J陸一蝋色

以{.iJ為低解云、以空界色為也紋iD'.sl綿一云、有;胞有二十一{低空.-!1Ii色第二ートー、思I控界色差5J11.

!日i若以盆界色為惚(f、何故議!filI筒叶ー云、空ー顕色此f!1I!1日彼j'(.M.赤 ・白。討を11.1品俊文、Iln以背・政・赤・
臼為.fItt，解云、総論2・!ln彼:)';-.前・赤・白者。 21妙日IUI当溢空中各J.lt一色名sg界色如之言仇胞を---mi色、
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と呼ばれると定義している叫つまり、色処の要索がJ!刻現定であることも Dhsと一致する。

さらに、この27の色のうち背 ・賞 ・赤 ・白 ・雲・霧・煙 ・腔 ・長 ・短 ・影 ・光 ・明 ・閣の 14

色はDhsにも挙げられている。正・不正・空のー噸色・相雑 ・紫 ・碧線・褐の7色はDhsには見

られない。なお、方 ・円・ 高 ・下 ・紅 ・阜の6色はそれぞれDhsの凶方(国tmlI]1Sa)、円(、也ua)、

高(血la) 、 底 ~lil1na)、茜 (n叫i剣山)、黒加凶) に対応するようである310

町可毘達謄識身足論述では色処の諒設に続き、諸色の顕と形とによる四句分別の託陪カ朝出

する。

①或いは諸色あり、顕有りて腕!~し。②IiXいは諸色あり、形有りて鋭存在し。@!ixいは融制、販制

形有り。@或いは諸色あり、 以も無く形も無し。

G瀕街りて腕時しとは、百円i'f'i古・赤 ・臼・影 ・光・ElJH品I. ~0)-f1j'[色なり 。 此れが到1ち彼の1!f ・

2占・赤・自の刈し。

@断りて制聖しとは、剥く身表業なり。

信頼tiり河鮪りとは、調く若し務色の野洋Tりて矧寄るなり。

任灘1も古!~く }杉も 1~~ しとは、 部'i く若し諸色のMl'iも現在〈 、 Jf3も無きなり認。

似彼苛・1有・赤 ・白剤I尉 L

なお、須予仙の凶方の色と雨脚酬の空の色について八KBhや R岡田加に以下のように記されている。

Ct:AKBh.lII [Pr.194.18・21]
ωturatnan凶yomerul) 11 rn.soall 

5U咽 elillllayo而pyamayovaid旬却、a州 sphatikarnayaSω抑制問曲戸111caI1lp';1I凶I昔、leyl/yacωyJlmlll戸m凶活VllJ]1
51uncros町長nllbba市羽以lva閥 均長1]1diSi nabho d!今回巴/j加刷、相kasya凶民VllJll叩duryama戸m咽悶明ntil

須弥ω は四宝て呪滅される。(1H.5Oa)
(JjfJ!j山は〕四万において順次、金 (511四 na)で)形成されたものと、銀(而PYd)で形成されたものと、ラピス・

ラズリ(鴻id句Ill)で形成されたものと、水晶匂hatika) でjf~.成されたものである。 須弥山の或る而が或る白訪

で形成される場合、そのりJ能によって、その方位の虚空はその色に見られる。〔南〕賂自酬の而はラピス・ラズ

リでlf:タ茨さ払 〔その盛控はラピス・ラズリに〕彩色される。

c[昨日強制 σ:29.51 5b2-5] 

腕五山王凶費用問。前回耐l欲、 :It.双・南・問、金・銀 ・吠溜関・削幽脚。随動或径l色則氏宝。制服|酬

~似問調色

却 f名色、名色瓜名色処jについてはDhsにも示されている。「法磁足11剣では、色処J;Jjトlこ、鯵反日及び法処

のと ころでも「拠出 が出ており、引用末の í~r虎色魔脳協滋J や、また f大毘婆沙Z制や腕阿合経』の

却さより「彼ri~J は六タMιを指すと舵認できる。

α時都I合綴J(-一一じ四)閣制使J[[:2.314c28・29]
m告比丘。此l措 -、JI'Ii¥入血彼岸者、言!抗外入品
Cf. r大毘婆沙謝 Fヨ7.382<15-6)
合11契経肪言内慮名此14J、六タ崎名彼岸。

31波遜 [1976b]pp162・263設96。

J2問身足5剣 lTヨ6.583al4-1勾
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以上のように、諸色は顕と形とによる凶句分別により 4秘E舶に分けられる。即ち、 q淑U0.で

あり形色はない色、 ②}彩色であり顕色ではない色、 G瀕色でもあり形色でもある色、住瀕色でも

なく形色でもない色である。その中で、顕色であり形色ではない色は;'ト黄・赤 ・白・影 ・光 ・

明 ・|持1及び空のー顕色の9である。形色であり顕色ではない色は身表業である。ここに身表業が

JJIIわったことが注目される。しかし、長などについてのZ己iliはない。

町府JE自主j帯品矩促dlIIi.Jでは色法(色泌)が|剖大極やその所造であることは詳しく示されるが、

色処においては顕と形の凶句分別の言白illはなく、むしろ顕色に限定した別の分知が示されている。

五法有り。 ーには色 こには仏 三には心加去、四には心不H跡的子、五には1!!闘なれ色とは云何。川

く請の所有色なる一切の凹対E、及ひ判刈師fむの色なり。四大徳とは、 市iく}也抗l・71<.界・火界・J!flW

なり 。 所j怠の色とは、~1'1く i浪俊 ・ 耳ffi. ぬH~ . 缶綴・身綴 ・ 色.~ . ~写 ・ l米防潮。づ士、及び!!!出色

なり 。 ('I 'SlIi)色とは云何。 前く諸の月fイTの色な り 。 若しはIHilli~、消しはm.鰯ï~崎若しはこの'1'1111なる

似削IjR色なり"。

以上で五法中の色法として、I!9jç~Jiï~民5である五根・五境と J!!抜色の 11 ;f.J!が示されている。

このうち、五境としての色処については釘!と形による分類を行わず、安了顕色 ・7E顕色・化明世』色

の独自の分知が示されている。 つまり、色処を顕色のみと捉えており、 fif~.身足f命』 とは立場が

異なり、むしろパーリのDhsに共通するな以ともいえる。これについて 『品制起訴iJ["鼎五:Ljc，'fi'.j

の註釈にあたる法救 (Dhanna凶ta) の í!t:J j~m挫沙論』 は、次のように法釈する。

此の中、色とは31 く ~f顕色等なり 。 w . 虫~~の色の若く察捜せざるをh瑠i色と名づく。 此れ若し嬰j費す

るを担制色と名づく。平等の若きはこの~I'II IIなる似1m暗色と名づく 。

111除、色成にニ有り。ーには嵐 こには}惨なり。何蜘比の中にII(fiだ!lii色のみを"存ずるや。

答ん今於此に'1"こf品 、てffmに是を作して.泣くべし。色にニや附刊。ーには刷、 こには形なり。蝋色と

はj11くIT. i{[等なり。形色とは剥く長・短等なり。

而ら民:況かざるは("1の尉寄るや。 訓く!lii色は必iに及て知りj村浩微なり封。

致精絶、 :(:市側fみ!l.t{柿色、有脱蝉1.l:!州問色有磁有1弘榔~11他、鮒U!勝。 有磁矧諸ー、 訓ff ・

1者 ・ 赤 ・ 自 . ~ . 光 ・ lリ 1 .1持I . ~ー顕色。 此日|政II彼i'r ・ 1官 ・ 赤 ・ 白。 有形:J!欄階、 ~1'1身炎弘有煩朝間T、;，\'{

器他有制'fJ形。虫lWd!!~n緒、調抑制!!tVJU!!Øf~o

氾『品費f此IT!IiUlT:26.692bお吋692clη

有五也 一色 .::..c.、 三ω職、四心羽目般行、五1l!~乱 色云何。;ï1'lJr.rrr1ï色一切回対11.. 及四大樹おi!也

回大常儲ー、淵砲界.71<.抗1・火界・風男、所定t色行、;'l'nlU恨.]手似・必似・舌般・身被・色・空軍・香・l沫・jifr燭
一分、 2え無変色。{'I略)色云何。話寝間有色。;f，'好則色、若誕頼色 若ニ中間似出協色。

M 匝Z限強制制 仰 8.992a10-1匂

此中、色3・1好似色等。若1'T.• l'ii等色不塾I~名好協i~ 止:民警抑制捌色。お平勾滑f，ニ中1111似収櫨色 IA1.色

民間二、一紙、 ニJ~ foiUぬ比中川鏑寂色。答。今於j)trl"ffl!l作定説。色有ニ駐仏→lJi、 ニ!弘 頴色11!市・Xq旬。
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このように 『品野促諭』で顕色のみが説かれ形色が説かれなかった理由を、顕色は知り易い

からとしている。またここでは色処を顕色と形色に分類しており、『品類足論』では問題視され

なかった概念が、この時代には言髭命に挙がっていることが分かる。

次に、 『発智論』では直接色処に関する解釈はないが、その註釈性である有部の代表;鋭H大

毘婆沙;制には色処の説明に関して、顕と}形が重要な概念として271庁虚場する。

白1k1に二十純情り。制く1'(. i'ii .赤・白、長・短・方 ・悶・前 ・下・正・不正、雲・焔・1m・1努・影 ・

光 ・l凋・|搬なり。有るが説く「色慮にニーl-lTりo ~~く前の二十と及ひをのー顕色なり。」是の如き諸

の色は、 ①或は顕の放に知るべく、庁芸の故に~I，ざるもの有り 。 訓<t'i'・黄 ・ 赤 ・ 白 ・ 影 ・ 光 ・ 明・際限

ひをか頓色なり。創出診の蜘こ知るベ〈、顕の放に非ざるもの刑。311く身表業なり。@或は顕と

mとの放に知るべき有り。剥く忠告のー卜ニhflの色なり。母活し販と!移との放に非ずん民知るべき者無き
なりとお。

|昔u...何カ敬に色に十一泌有る中、唯一色泌のみを有見と名づくるや。答ム唯一色彪のみは段顕にし

て了じ易きは、脱税すること前の如く、十一色の内、唯一色慮のみに色泌の名を立つるなり。此の有見

出こ二十巨鮪弘前く長・短 ・方 ・悶・正・不正・高 ・下、育-:;JJ.・赤・白・影・光 ・l閃.Ull・3・姻-

m'l努なり。復た有るが説くは、「此れにニ-1一行り。剥く前の二十組lこ空P寸額色を加えるなりJと。

問ふ、此の二十色の内、如、顕有るも庁長:_~!~く 、 幾油噸有り好捕るや。 答ム二十色の内、八は話夜行るも

形無し。おく'i'j-.賞 ・赤・白・影・光 ・l!fl. IIffなり。自主の十二色は!lIiもイIり形も有るなれ祈るが説く

「此の中胞に四句を作すベし。j①或は有る色は顕有るも形無し。 j¥"< l'~ -黄 ・赤・白 ・影 ・光・I明-

1I11なり。此の八樋色は顕の知るべきもの有るも、形の知るべきもの無きが放なり。笹威は有る色は形有

るも島氏特し。剥く身表色なり。此は形の知るべきもの有るも、販の知るベきもの祭き治敬なり。@或lま

有る色は顕も有り形も有り。剥く長・短・方・悶・正 ・不正・高 ・下 ・-::1・姻 ・塵 ・霧なれ此の十二

位は航r1 り Jf:舛Iりて知るべきか微なり。 @或は干Tる色は顕も無く I~も p.!~ し。 調<ljíi舶を|徐く、 [![Jち空界

色なりも。

形色ill'/~. 短等。 而、不説者有何捌L 調頚色段及易匁肱

lS r大腿婆沙湘 l下27.ωa5・111
在ujl)i有二十獄。前7PT-於 ・赤 ・白・長 ・短・方・凶・日・F.正 ・ヰミIE、f11・畑 -J!J1.霧 ・影・光・|例・問。有
説色刷Iニートー。 渦拘二十以壬蝋色。 如皆目色、日賄悲撤可知期限九日I'ft'，'-災・赤・白.J彬・光・l列.1普段

空ー矧色攻郁徹可制臨此前身友業。!J.x.1訓 f撤可知。謂徐トニlill色。初回羽織可知主主無也

話 f大毘~沙議i 什:27. 390bl8-:期防]

|札何制T色十一応中、日i←色庖花名有.J1..答、 II(←色成段頴易了、 E貸説如liil.イ一 色九日ト色成立色成名。

此有見渋有二十'f.R，罰'IR:・短 ・方 ・図・正 ・不正.~.r. . 下、í'f - 賞 ・ み~ ・ 自 ・ 彬 ・ 光・明・ l惜 ・ ~ ・ 焔 ・鹿 ・

彩。復紅没者、此有ニート 。附 j二十捌1Jl)空ー矧色。 1111比二十色内制i1ItUw服、幾有頭部隊答、 二十色凡

八有販制f~o ;J'h~f . 策 ・ 赤 ・ i当 ・ 影 ・ 光 ・ U)'I-II目。除十二色有顕有形。有税此中児!if伺1:9旬。 玖有色有wi靭~，。
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以上の言己主によると、『大毘婆j知市i.Iになりパーリ アピダンマ及び 『法雄足号制に雑多に示さ

れた多くの色を取 り除いて、 初めて色処の要素が20(i'f・賞・赤・白、長・短・方・悶・高・下・正・

ヰヨE、 ~ ・ 畑'11!i ・ 銭 ・ 影 ・ 光 ・ i列・|持J) または 2 1 (前の20組と笠のー顕色)に限定されることが分か

る。しかも、有部による諸色の顕と形による四句分別が示されている。①顕色として知られるが

1彩色として知られない色は背・賞 ・赤 ・白 ・影 ・光・ 明・|苦!及び空のー顕色の9種である。 ②!彩

色と して知られるが顕色として知られない色は射撲である。@瀕色と しても1彩色としても知ら

れる色としては残りの 12(長・短・方・阻・高・下.IE.司王、怨・姻.1fM・霧)である。@顕色とし

ても形色としても認識できない色は空界色(泳拍d福IU)である37。

以上の 『大毘婆i先制が示す色の四句分別は 『識身足制に示された四句分別を継J表してい

ることが分かる。 両者は背などを顕色として、形色は身表業であることを主張するが、 具{本的に

身表業としての形色が如何なるものか明言していない。そして、 rfi=f&身足論jは長などについて

の3田町まないが、 『大毘婆沙I制には長 ・短 ・方 ・悶 .~守tj . 下 ・ 正 ・ 不正 ・ 雲 ・ 畑 ・ 鹿・繊の 12

離の色を顕色でもあり形色でもある色として分類する。

2.2他の有苦鴎書 (AKBh以前)における色処

『針 ;1J?ll阿毘銃剣には色処の要紫についての殻旬以下の通りにある。

云(可が色入なるや。色界なり。是れを色入と名づく。去fiifが色入なるや。行たる色の相に随うなり。娃

れを色入と名づく。 云何が色入なるや。若しは色の可見有針にして|臨般の月例1なり。走れを色入と名づ

く 。 云何が色人なるや。 若しは色入の業法 ・煩悩所生の線にして我分のWiなる身の好色 ・ ~I幼子色、!l*.妙 ・

~~f ・貨 ・ 赤 ・ 白 ・ 影 ・ 光・明 ・Ilf'i、 JltJ\.組色有願可知、 1!研5可知払lJX1=ï色有限総事L 諮身表色此有形可

知、無顕可知払或有色有顛有j~，。 罰'1長 ・ 短 ・ 方・悶 ・ 正・司王 ・ 高 ・ 下 . ~ .姻 ・ 塵 ・ 鉱此十二関有照有

Jf3ï市可知仇 l3Ji:有色無甑靭fS。 訓~jì棚、目115主界色。

)1 r大m~沙'~íÍÌiJによると 、 空Y;!や'!#.W-色についての児島平は積々あるが、阿見出容としては空界を限縦色 a~年

阿似l色)として定義し、磁げある筏微の品~~Rした色法に隣接している色法のようである。また、那須白∞&IJ

は以下の;δiiliやI期監する諸文班たでの3改Eを:li!;に、 空界と虚空JIlt為との区見11カ司謝筒している。

CI: r大毘~沙j制 [T:27.388a29-388bI 8J

問、 空界云何。答、如契経説相股i官、有斗穴空、有ぬ穴空、手市il"l袋、有1四倍、有心中空有心溢ZE、有

通飲印鑑、手間飲食虚空、 有棄飲釦組、有日古文節毛干し簿空、込名E跡、 阿毘週割怜日匙乱云何~，弘前

隣綬色。臨耐限、 E!糊塗等有色。近此名限縦色。!l1]J，潤日陸、:附lt位、側~I日佳、 窓府間空、倒錯空、

出LH等空、 j尋名2E界、有作皆枇文ffl!t言云{可'!#.界J1明撒~徐色。然色有二二肱 ー者易除謂有1\'蹴 二者淵矧'，'!!!t

告!i虫丸 止世 界色多i耕 作部位松得。而脳間陥|撒!ltJ1地。磁的l諸加Jtl酬¥-， í県説空界J必iit7í皆有。 ftW1ï" 主JílJjJlJ~

皮1I1山分。~夜明l品訓練等庖皆街此色。 1[[1、総ZE界色臨制2不。 有"t;li蜘ijltl時~不生。前空界色3'úíl開放度而此|侭

離脱不生。復有識者。~佳界色IU繍胞の fbtl、都町何故見不明了。答、 止臨界色主品明腕Î.o t交柑制f弘

樹脳佐見市不明了。
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~f場秒、妨胸 ・ 3同fJ飢餓河} ・ 3撒宵なり。若しは普仏若しは不翌年ふ若しは安婦U，;6~rfr:曜の去来・

屈申・週鱒の身教なり。若しは外色の鵬散の'rA嗣なるw・1町・赤・白・黒・紫・段・細・長・短・方・
回・水・陸・光.，彪・燈.f}1.l!c話・3努・紙・明・隣家 2えひ微の外色の眼識の所知なり。娃を色入と名

づく 38.

以上の~ë躍によると、 まず、色処と色界が同置されており、それぞれで示される定義も一致

している丸また、有見有対や、 l此識のjifr仰といった 『法縦足f市iJで示された定義も継承してい

る。なお、ここでは、凹大誕所造の定義は見られないが、色処の前提となる色誕の百己主から色処

もl迎大種jifrj査であることが知られ『法組足論』で示された3つの定義を満たしている40。さらに、

人の形体容貌も色処としている41。そして、間身足5制より加わった身表業をも定義として示し

ている。続いて、色処として背などの色を挙げ、その中に長 ・短 ・方 ・固などの要素も含まれて

いる。しかし、有部が示す顕色と形色の概念はなく、官などの嬰索と長などの嬰紫は未区分の状

態にある。ここでの色はパーリアヒ・ダンマの色処と も異なり、有部の他の5市立Eともやや異なる。

挙げられた色の中で、 独自の説として水 ・陸の2色がある。

『阿毘曇甘露I府組では、 |此識の対象 G輩出ha)として以下のような記述がある。

--I})I!良識の鐙色lま十二係なり。長・短・l!J.j.，制・1!?・資・赤・臼・段・細の色と、治盆色と、身教色な

り唱。

色処として 12極が挙げられているが、『大毘婆沙論』と;!l:;目する長 ・短 ・1!f:1"持1・1!?・貰 ・

ずF・自に加え、『重詳IJ!"mffi制で示された鹿 ..ffilの色、さらに、辺空色・身教色を示している。この

見『合和J91論J[T:28.52ω25・52似]

云何色入e 色界。是名色ん 云何色入。院r行色枇是名色入。云何色入。若色可見有到底納i札是名色入。云
何色ん若色入業法 ・ 煩↑品問生科:Z:fJt6ìWi、身好色 ・ 非喜子色、妨妙 ・ 9附砂、府'J~ ・ 3閉fJI師、般汚1 ・ ~I轍滞。 若者

仏務不辺、ふ若無あL、所起去来-居申・週随身払若ヲト色限納削l!?・貨・赤・白・黒・紫.Ol'制・長・短・

方 ・ 凶 ・ 水 ・ 陵 ・ 光 ・ 影 ・ 煙 ・ ~ ・ E主 ・ 務 ・ 3試 ・ 明 . [1品陣、及j苛タト色IIfiJ織防御L 是.t.色入唱

却 r1掛IJリllil剣 F乏8.534b26-534c句

去何色界b 色λ 是名色凡云何色見若色町行色t1l，是名色胤 云何色w.，若色可見有到底間'机 是名色界。

云何色界.ョーも界業法 ・側主所生楠足分紙身好色 ・ 抑子色、 2品蹴 ・ ~fy;棚、妙f胸 ・ 抑刷、断1 ・ 剤師。 宕

静ふ毛主守苦仏若無諮問徒去来・屈申 ・週開身私 部 地眼;，'l'&/'W掬1';守・1古・赤 ・白.f思・紫・段・細 ・長 ・

短・方・回・71く・陸・光・彩官官 位 ・緩・気・l狗・|持限附ト色町腕知。是名色界。

胡『合耳切l語剣 [T:28.543a9・12]

到可白l急四大若四大r{rJilt色。是名白{i!;，

云何色j氏三行色可見有封色・不可児有野I色・不可思!!樹色定名創lfi.

41有郊のZSZFて努躍に用いられる 「人の形体容貌lとしての}杉色を由法すると考えられる。Cf.本杯駐 12.

42 r甘骨嬬剣 π乏8.969a25-2句
-lJJI民強趨色十二位長・短・l狗・|品1・7!?・策・赤・白.DiI .調IJ色内遁空色、身教色
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うち、辺空色は空の-~i色身教色は身哀楽を指すと考えられる。

心論系三論，I ~のうち、 町河毘~iJ心f制、 n桁JJ♀，:ùJL'l1i僻王』においては色処の分類はなされないが、

『雑阿毘品L~'il制では色処について以下のように説明している九

色入に三Hiあり。 ~\'I く、 ①色' <í:施 ・ @似なり判。①色とはì'j' ・ !ti ・ 赤 ・ 白な り。 起の虫u く lPi説す。

(21~とは身作色なり。@倶とは近盟宵の!l11 し岨。

色は111!:なるを以つての放に、 二十翻と税く。丹市1..i't.策・赤・白、 長 ・知[.IE.ヰ守E.方・悶・2.4・下、

煙 ・ ~ ・ JlU ・ 2誇 ・ 光 ・ 彩 ・ i列・ |制なり 。 彼の長等のNIJIま三.. fiJiにづ}う111す。除は悉く無記なり品。

じιtのように、時It'L-i11細では色処を3つに分けている。すなわち、①色 倒色)はずf・政 ・

赤 ・白などの色であり、笹拠。彩色)は身作色(身若諜)であり、 ③{只(両者を合わしたもの)は絵

画などである。

さらに 『大路盤沙gi旬と同じく色処のX(紫を20に限定する47。そして、 20の色処の)1四十:は異

なるが、内容は 『大兇婆沙諭』と一致する。ただし、長など8色を三舶に分類するのは他の文識

にはない内容である。波過 ・オく里子・大石 [1976Jによると、この三組は「苦 ・不普 ・無記jのな

味であるとさ払 『品河出f制「錦諸雌品」などの諸1"]分別の日出Eて←卜ニ処を善 ・不普 .1!!~記に分

類することとも合致する叱またt記述する AKBhのZ己iliを参照すれば、ここで長など8色を10-

43 なお、 R町昆査H:.;~制にはJf~色の用例があっても、意味は全て形体公明lである。

制新;lRでは、色(叩加)を顕色処 (srul1sthana)を形色となす。波遜 .71<!llr・大石 [1976Jp.43註129.。
4s r雑.'L.'I1怠J[f:ヨ8.8刀cl司
色入者三位 ，iW色・l怠・1比 色者U'~\~ . 赤 ・ i'10 !I日間路没。彪者刻字色。侭制陥I陣。

“『草W'L.¥1制 [f:28.873b1・3)

以色段放、説三 卜'fm，所il\f/l~j' ・ 1者 ・ 赤 . I~I 、 jミ ・ 短 ・ 正 ・ ヰ守E ・ 方 ・ 間 . ~'1ï ' 下、 煙 ' ~ ' 1!!1 ・ ~ ・ 光 . ~ ・

明・|品L彼悶=八i)四郎湖1].餅認す!!日己

47法!.1Rは色となっているが、『大勝沙;仙の色処は20磁の記述lこより、ここでの色は色処の意味と考える。

縄波漫 .7悶子・大石 [1976Jp.47註163.。

Cf. r，¥'IJij'.促=制 [T:乏6.697a19・b3]
此十二品幾普、幾不苔、幾1府己 干午、八符拡削節>>]1].

話!'白島j皆、球不器、成1!!f.1êo 云何訟。請。陪身袋払云附唱。言問活身炎弘云戸J1!府己 認'J'~録的、官射諜

ま齢告白占L

朗建萌1子、或不t昔、或M，J己 云何善。 21h昔話夜来。 云'{iiJ:fffi;。 初唱?岳災鬼云剛!~ffr.o司'脈問ミ蔀岳災持者

除銭臨

%!庇E路 、或不器、互服込云何者。。??.1活作主主相礼的品云何不普。Ji不善作窓相限定品云何鯨己制服己

作定叩lf1!虫慮。

法盛夏支部、或不昔、部開êo 云何話。制噛γ成総身2E限普受 . ~l ・ 1ñiØ持軍拡云何不善。部お初f断=

答身語業。 及不普受危1 ・ 得証。云何無払 a・17照:~k虫 ・ 想 . 1瑠。 lJtJ虚空 ・ 9ト抑制。

色・戸 ・法・訟のl些拠のみ主;J-不善.i!!t記を認め、 他の八!II.!:は然記のみとする。
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不善・無記に分類するのは、身表業には普 ・弓苦 ・鰐己があるため、長などを身表業や形色とす

る紫地とも考えられる。

『入阿毘i塑欝削では、色処についてのllDz!!が後述の刈くBhに近い。

色にこ館有り、制く顕及ひ7移なり。世尊の思惑毘J診を設ける治効11し唱。此の中顕色に十二位有り。訓く

í'J~ ' * ' 赤 ・ 白、傾 ・ 雲 . lfH.縁、影・光・I明・聞なり。形色に八樹刊。謂く長・短 ・方 ・阻・高・

下 ・正・有勺Eなり。此の中霧とは、訓くI也よりの水気なり。日焔を光と名づく。月・昼 ・火灘 ・貸珠・

電毒事の~l縮を明と名づく。 光 ・ l!JIを際きて生じ、中iこ鈴色の可見なるを影と名づく。 此を翻して|制と名

づく。方はii?く変方なり。聞は謂く闘凶なれ形の平等なるを正と名づくoJ移の不平等なるを司王と名

づく.除色は了じ易きカ敬に今は緑さず。此の二十種皆是れ原誠及ひ7粥 |の窓識に了別せらる境なりた

ここでは、色処を顕色と形色にI姉iTt1に分類している。 しかも初めて顕色を 12極、形色を8種

に限定している。この20種の色処は 『大毘控沙論』及びAKBhと一致する。そ して、 全てでは

ないが、それぞれの色処について説明がある。

23AKBh'O可毘達磨P匝B蹴 l・町可毘達磨灘瀬宗論』における色処

AKBh.lVでは、 J修色が実有かどうかの;指命をめぐって形色の語が顕繁に見られるが、形色そ

のものについての解説はAKBh.lの色処の説明箇所のみに見られる。

五境を解説しなければならない。その小で、まず、

色は二種('ある。(Ll伽)

顕色と形色とである。 その中で、顕色はl'~なと・の 4 極であり、その他 〔の顕凶はそれら GTなど〕の

区別である。形色は長に始まって有守EIこ終わるB紐である。また、その色処は、

二十世である。(1.1Oa')

と説かれる。 すなわち、 w ・ 1町 ・ 赤 ・ 正l、長 ・ 短 ・ 方 ・円・日 ・下 ・ 正 ・ 弓ヨE、 ~ ・ 煙 ' I!:主 .，書・影 ・

光・明・|初である。ある人々は虚空効」つの顕色であるとし、第21の 0項目を称える。その〔二十

種頬の色処切)rl'に、正は規則的な状態である。司王は不崩(11的な制態である。務はり地からの〕蒸

気である。光は対場の光である.明は月、昼、火薬、 宝徐の光である。影は号胞の見られるところであ

咽ここでは問却足湘や 11沼環脚少揃でJ伽れた疋瀕色に慈!胞を併せてl立尊の貌税として示されてい

る。しかし、子蛤:ながらこの教説は阿含・ニカーヤでは管見の限り(j((，1{!.できない。

却『入問毘迦E諭J[[:28.98但(国l

色有二乱調筑加移。!I))世尊説葱甑凶fみ此ι|蝋色有十二位詐行!?・1市・赤・白、煙・雲.J!I1・3実、影・光-

H月・l乱形色有八位 ii¥'Ij;毛・短 ・方・悶・高・下・正・有 L此中霧者、 ;;Wtl!l71<録。町路九月 ・昼・火猿・

貧珠・沼署認腕1名I凡附光・明生、於制噌:可見A.彩、翻此名問。方"j¥1健方。四百'阻凪汗汗等名iEO腕平

等r~色不正。 飴色易了故今不線。 此二十組問詰1U~1限切汚l部制?了日11見
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り、防〕の反対が聞である。それ以外〔の色処は〕理解しやすいので詳説しない。

q瀕色としては存在するけれども形色としては〔存在し〕無い色処があり、背・賞・赤・白、影・光・

明・閣と言われる。②形色としてはi'.'ftEするけれども顕色としては(i'f-在し〕無い〔色!JJ.ゅりあり、長

などのー剖ゆで、身表明。を自性とするものである。③噸色と1彩色の〕両方としてあるものがあり、

残りの色処であるヘ

以上のように、 AKBh.lでは 『入阿臨担革新制と同じく、まず色処を顕色と形色に分類する。

しかも、顕色は青 ・黄・赤・自の4つのみであり、他の顕色(饗・燦・塵・霧-iu-光・l明・間)は
この4つの色の区別によるものであるとされているS2。そして、形色は長・短・方 ・円・高 ・下 ・

正 ・ 不正の 8 つである。さらに、 『大i主主主j舛制 ・ 時I~阿毘品心議j . r入阿毘遥麟制と同じく色
処の要素を 20に限定する。すなわち、背-1立・赤・白、長・短 ・方 ・円・高 ・下 ・正 ・不正、

雲 ・煙 ・塵 ・霧、影 ・光 ・明 ・聞の 20租瀕である。しかも、全部ではないが、それぞれの色処

についての説明が見られる。

また、三句しか挙げないが、 AKBh.lでは『大毘婆沙3細と同じく色の四句分別が示されてい

る。 q瀕色であり形色ではなし、色は背 ・前 ・赤 ・白、 i形・光 ・日月 ・聞の8種である。②形色であ

51 AKBh.l [pr:6.7-19] 
arthal.l pm1ca nirdeSydlJ 1 ta回 taV'ul
Iオ日pal!1dvidM 111.I0a 11 

vamah捌誠hiinarnω1tatra van舛 ω.tluvidhon溺dil.lltadbhcda却lyel制1StI伽叩符伽dh1ll11命説叫叫刷削It凶
cva而pay官凶1llIl1似maruc戸lld
吋rnSatidhallL10a' 11 

凶〉岨幅刈制1pilmTllぬi剛 avada凶11dil説明1hmSV'dJ11 Vf1t抑p<ll1ma時也111Wll1a凶naVlll砲凶]1sa凶1】visaω11ablmu]1 
dhl'm101司jomahika chaya at叩aJJ剖OkalllU叫hakarJ.Jl1iti 1 kccin nabhas caika鳩町，.'1mity ekavil!lSaUI]1 SaJ11戸lV1lll1ti/ta凶 sa凶11
蜘 nasa曲1llInl吋salal!l吋符111<以l曲Illln/n凶ikliI市白由/ata凶IJSU明 pmbha/a胤a1)αn伽.tarakagn戸斜(Ulin1lll1ir曲11pmblui
IchaYdY百四泊凶頃m也血nam1 vip<町田yddlllldl凶品川1~]I Sl1伊IlUlIVlゐl lli.l vipañci凶ぜ以i而凶戸加山11 vt町alo\~dyùlc
m 制国hana凶 1[温勾T阻lohitaV'uda凶 liiy音色l凶okanめakar宣kl明1111副知問肱UltoIli.l van知叫ldi屯陥dilW]lpmd制 1
kayav(戸lp也vabhavai)1 asty ubl泊.ya師 1parisiWU]l而paya凶UU1111

cr.照会E剣作291b21-2cllj
お涜五位頒目。

色二或二十、部1{1惰ニ他

府、香四種。燭4ー属性。

論目、色二者、 一瀬二形。顕色有問、背.11合・赤・白。問調『地Jt四色創 11，形色有八、前長E完初亦正1宅弘或
ニー|省、J'!n此色脱税二十、前iT-1日t.亦・白、j正・短.JJ ' 闘 ・ 高 ・下 ・ 正 ・ 不正、 ~ ・ ;殴 'Im ・ 2努 ・ j必 ・

光・f!FI.1詩L有闘晴弘空一瀬色第二イー'0 J]tr.l~正者、的炉問。 形利Z等名潟不iEo j似叙脚A之Z需拡日

焔名光。月 ・ 星 ・火事~.費珠.fl1讐浦焔名IVL， l'宿泊!fl~仙台1'1'除色可貝名影、翻此期設L 飴色易了故今不胤或

有色!JJ.賄額無j彩、新'f. 'pi・赤・白・彬・光・Iリ1，'佐L， Il賄色矧ー形無思謂長等寸 協表梁tJ:"樹I色処賄

煩有形、言'1PJffi余色

認 AKVy.1[W:25.8-9] 
閥均aSω似rvidhol由 diriti/n'取lohitapila四街tavan刈μtadbhedaanya iti 1 abhri油 yalJ1 

顕色はvlなどの四種でありとは、 ~r' 赤 ・ 1ぽ ・ 白は顕色であり、その他〔の顕色〕はそれら (ì'rなどの〕区別

であるとは、雲など 〔雲・煙.J!!j.怨・彩・光・ l狗・|却 である。
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り顕色ではない色は長・短・方・円・高・下・正 ・不正の8種の一部分である。しかもこれら長

などの一部分は身表業を自性とする九@瀕色でもあり形色でもある色は残りの身表業を自性と

しない長など8種及び雲 ・姻・鹿・霧の 12甑である。なお、第四句を挙げないのは、 2種の色処

として顕色と形色を示したのに、顕色でも}杉色でもない色処を認めないからと考えられる。

AKBhでは、身表業について 『大毘婆沙日ifiL1より詳しく説明されている。 両者は身表業の自

性別居色であることて一 致するが、 『大腿婆沙吉市iJの場合は長などの色が形色であるこ とが明確

に示されていない。 AKBhになると具{ヰ河内に長などの8粧の色の一部分が形色であり、身表業で

あると解駅されている"。

MくBhの反駁替である 町庇正理論リには色処に|具iして以下のように語られる。

色等を今笛に説くべし。頒に日iまく。

色はニあり、或は二十な り 。 践は1I(~)\~Jìあり 。

味防宍あり。香lま四郎あり。鯛lまー|ーを伎と為す。

論じて臼はく、「色に二ありJと言うは、是れニ種の義な弘前く顕と形となり。此の中、!1l'i色に十二

極捕り。形色に八有り。放に「或は二十なりJ。磁の十ことは、調く背・策 ・赤 ・白 ・雲 ・焔 ・鹿 ・綴 ・

影 ・光 ・明・聞なり。十二の中に於いて、 ft者・のIl9FJlは姑れ正J.llj色なり。雲等の八種は是れは此の差別

なり。其の義の隠なるは、今治・に路線すベし。地より水紙の騰る、之れを説きて霧と為す。光 ・l凋を開

きて起り、中に於いて飴色の見るべきを)~と名づく 。 此れを翻して|普!と為す。 日焔を光と名づく。 月 ・

星・火築・焚珠・7鶴 Aの糊をIIfJと名づく。}胞の八とは、 511く長・短・方 ・図.jf:j.下・正・布Eな

り。此の中正とは、剥く平等の形なり。有司Z等の形を不在と名づく。俄の色は了じ易きが般に、今は稼

さず。 有るが説く、「色に二十一樹Iり、~の一顕色刷Z二十一なりJ と。此れ却ち空界色の封IJなり 。

任酒色の中に於いて、育・賞・赤・白・影・光・ I!f.J・|制は、 11(.翻として知るべし。笹彫色の中に於いて、

身表業の性は、日佐形として了ずベし。@i捻色は形・販i倶に了知すベし。如何ぞ、 一事に二組有りとは、

幻ここの長などの一部扮は長・短 ・方 ・円.tfJ.下 ・正 ・司ヨEの8僚の色の一部扮の想床である。
C[AKvy.l[W乏527引]
めがllldinaIJlprad翻 itiI dirgh百divi語ntatapmd出 i砂川131.¥I ka加。'saupmd由 ityaha I klIyavijnap由四bhJivaiti I 
kãya吋~iìaptir hi kadacid dirgha karlacid dhrasv.i k叫acidy加凶吋s，'iteti/ 恒也事 p回国hsa町駅ntavy<i/ tad 
a七回1凶叩ttasam凶hapi凶JlY百tkayakannal姻 yakam13別abhaVllr]ltu dil喝凶tivisan血凶JlrUraStaI]l凶IdJ13V戸f]l/I
長などの一部分とは、長に始まって不正に終わる (8積の〕ものの寸|ゆという想味である。ここの一部ゆと

は何かと〔言えはす、身表獄。を自性とするものであると説く。なぜなら、身表明8はある時は長であり、

ある時は短であり、乃至ある11寺は不正であるのでからである。では、それ(身表鴎u)はし、かなるものと理

解すべきであるのか。所縁の心lこ等起させられた身業である。ただし、身業を自性としない長に始まって弓王

に終わる (8種の〕ものを除いたものと知るべきである。

臼ノl、谷白015Jpp.123・126の安怒釈の当謝窃ifrも参考した。
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宗の許す所に非ざるが紋に、此の過熊し。 t，itYiJ弘の中1こ、常に吏に!ど岬すベし目。

以上によると、 日庇正組12細 ではAKBh及び 『入阿毘述}額制と同じく、色を顕色と形色に分

類し、色処の安楽を20に限定する。さらに1!?・黄・赤 ・自の四つは正頓色と呼ばれる56.r留保
論』も同様であるS7。

そして、 三句し治法j生げないが、 AKBhと同じく色の四句分別が示されている。ここで、第二

句にl刻しては rllli'iiE理j命j と 『大毘~ì.少高官J のnDiliが一致する。L!1lち、身表業の自性は形色であ

ることを封長するが、具{初旬に身表業としての}路湖日何なるものか示されていない。

なお、上の文脈では身表業を自性とする形色が如何なるものであるか見附句に述べていない

が、同論の「先様品」において、 IJ杉色突布dtJの譜命の中で詳しく述べている。刻ttlによると

形色は二組瀕あるが、その中にただ*11Wの極蹴の探の過に在る形のi問IJのみが身表である銭。

話開市FA!ii制 打ヨ9.333c28-334al6]
色等今治拡頒M。

色二或ニ1-、削節ニtJi"

q粉、香也捕fl.勝十一民社。

論日、ヨ色二者、必ニ樋払訓WI胸 E九此。l'、胤色有十二二HkJ飽和、脇氏二十。!Jtiト二者、 JY{llj-・1立・赤・

白・'J1.畑 'I!!i.:;努.J拶・光・l明・陪L於卜ニ'-1"、)'間四陸是正矧ι 3F八位是此J:jj'].其謝樹?、今1;問
料。 t色7~必i滋、説とI.~滅。 Ir~'坑 ・ 明私於' I'Î~飽:古H-.!Æ，J:~，。税tlt1ll昔L 日付~，的光。 FI ' !R ' 火議 ・ 1主総 . 11~;

言都品名ゆL 形色んお\訓長 ・ 短 ・ 方 ・ 闘 ・ I';.ij ・ 下 ・ iE ・ 有司L 此中正者、;iW-~V-~1~形。 不平等形名然不IE。除色

易了故今不見 千î.lSê.色有ニオ一極~ー蝋色第二-1-. 此llIJ空界色之韮)j'].m鎖倒 "'j'(.賞・赤・白.~杉 ・

光・I列・|駄目側可知1.~冷}開中、身表来性、 l可H例了。飴色j杉 ・ 鉱íl只可了机 如何、 -IJ哨二仰行、病<，;91

許敬、 鮒むä.r.諜~日，tþ、1s克巳J気

描 ここでの4 f\TiのI間色1iJ\勝処(内!!胞也!的トの1'('、 賞、 赤、 I~Iの諸色をfiJlじているとする)及び十通処(ノt

大:tl!¥_*.火、J?ll盗、1l1¥t凶jXi色:711立、赤、じi)との関係が考えられる。cl・『対足踏先制 lで27.727al 1・

25]. 

51 r顕宗:細 [T:29.781bl 2剖]
笛熊樹九頒目。

色二 或二十、捌賄二極

W言。香四地脚ト鳩位。

論目、 言色二者、結ニ紐為市鴨腕}~九此小、販制)-卜ニ乱形色初、侮￡ニ 卜。顕 !亡者、前í'...黄・亦・

白 ・ 雲 . jßj . }m . ~ . 彬 ・ 光 ・ iり3 ・ 1品OJ. In--I-ニ中、i'f士号1虫色旋IE.lUi&.f1..ey.; \;者[民此却~，]. ~主義路持、 ..y'i~仰向

紘助隊肱説之J義務。 líf.'i光 ・ 明起、於' I 'f~他百H.'At，払捌倒時J. 1:1焔名光。月'l，:}， .火薬 ・飾転.;w;;

諸焔名札形色八弘前長 ・ 短 ・ 方 ・ 阻.l."r，'下 ・ 正 ・ 司王。此中正者、 品作ミ手形。 ;P~弱杉名民有L 除色

易了放今不明。巳説色匁」

掴『順正型論J[T:29. 539b2 I・24]

書欄E雑列前二flTi， 一都 占的 U願 色恒脚随周回3<:1fi.。 二割 'i倒]鮒i色無船棚羽回安札口舶荊保健凝

衆透形之捌'1、結:jjJ:t丸

衆~による「形色央印刷については別怖で論じる。
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終わりに

以上の検討により、形色の既念や定説及びそれらのあ璽について以下の3点を示して粘論と

する。

①色処の法数については、パーリアヒ・ダンマでは!!!~限定である。 すなわち、眼で見られるも

のが全て色処である。一方、有部の場合には、初期アピダル7~品~fて・ある 『法艦足論』 では色処

の内容はまだ無限定であるが、 『大毘婆沙;命』になると初めて色処の要素が20または21に限定

さ払 f入阿毘迎額制 .A悶 h.開政自制及び 『碩梼制もこのことを勧衣している。

②色処の定義づけについては、 (1)四対却施、 ω眼の所見・眼識の蹄l(3)有見耕すの
要素があるという 3つの定義は阿合・ニカーヤ及ひ官官制期のfii筒IN!{共通している。パーリアピ

ダンマて・は有nilが示す顕色と形色の概念はなく、この3つの定義に加えて色処は「顕色という顕

われjという表現が特殊である。また、 Dhsは色処として青などの要紫ーに有部が示す形色のよう

な長など12の要業が混在しているが、注釈;舎の時代lこはAKBhの形色非実有説とも類似する解

釈が行わn.長など12の要素は他の襲来と区別される。しかし、有部のような顕色 .j彩色の区

別はなされていない。

有剖号制~}においてもパーリ論告と同じく、巴弘努促論』 は凱色のみを色処とする見却を示す。

しかし、それに先行する 『識身足論jで既に顕・形の区別が提示さ払後の 『大毘婆沙E制 や『雑

心5制 もそれを踏襲していることから、正統有部の立場としてむしろ rr¥1鐸捉論jの解釈は特異
である。そして、『品類足剥の色処の助平の不備を補うかのように阻事毘婆沙剃は形色の概

念を導入し註釈している。また、 『針 IOI諸制は独自の説としてM:も多く色地の定義を示してい

るが、顕色とJ~色の分類はない。 一方、長など8種をまとめて形色と初めて定義するのは有部の

後期論書の f入阿毘達磨論jからである。AKBhになると、色処を顕色と形色とに二分して、顕

色は 12 種、 j~創立 8種という説が定若し、服正酷制及び府帰結 もそのまま継承している。

@J~色と身表;業との関係については、パーリアピダンマではその記述が見られない。 有部の

場合は 『大毘.~沙剥が陥身足議』 に示された四句分別を継~して、形色として知られるが顕

色として知られない色は身表業であることを主張するが、具J体的にこの身表柴としての形色は如

何なるものかl別言していない。AKBhになると具{柏句に長などの 8種の色の一部扮珂形色であ

り、身表業であると解釈されている。そして 『順正理論』は 『大毘婆沙論』の記述と一致して、

身表業の自性は形色であることを主張するが、具併靖守に身表業としての形色が如何なるものか明

言していない。ただし、開正酒監剣持牒品におし、て、形色は二租瀕あるが、その中にたた布集

の極援の衆の過に在る形の差別のみが身表であると主張するようである。
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時号及U穆考文献一覧

略号

色処の定義の変巡 CWIj)

AKBh : Abhidhannakosabhfzyya (Vasu凶ndhu)saPr

AKVy : Abhidhanuako抑タrikhya(YaSomi回.)saW

AN : Aliglll1ara・-Nik今ωPTS.7

Asl :AII，ぬ・'a/ini但lIddhaghosa?)PTS.12 

0.:デルゲ版チベッ ト大謝韮倒涼大:字:印度哲学印度文学研究室当漏)

ON: Digha-Nik.か1PTS.35 

Ohs:Dhamm必miganiPTS.31 

KSP: *Karmasiddhipra伽 'a11a，如:gl7lb pa'i rab tu byed pa (Vasllb:羽dhu)0.4062，P.5563 Cf.M 

KSPT: *Karma.l'iddhiη'kA，/，ωgmb pa'i b.l'had pa (SlIl1latisi1a) 0.4071 ，P.5572 

L:均舟iptimatratasiddhi，吋it吋byS.Levi. Honore Champion， Pa.tis， 1925 

M¥ : Dhamll1asaliganill1u/a[ika (Ananda?) BlIddhist Sasana COlU1Cil series 

P:北京版チベッ ト大蔵経(鈴木学術財団影印版)

(95) 

Pr Abhidharalll kosa bha})la qj' Vasllbandhll，百ほしanSa.tl汰ritWo水sSerics vol.Vm，吋.by 

P.Pradhan，K.P.Jayaswal Res伎以:hlnstitlltc， Patna [967 

PTS : Pali Tcxt S∞icty 

PTSO : 771e Pa/i花げおciety旨Pa/i-Eng/ishiDirα/OnG/y川lCPali Text Society，Bristol 

M:室寺義仁 『成業論:チベット訳校訂本J(The 7ibetan花'(t0/ the Kanl1a .I'iddhi prakarana 0/ 

Vasllbandhu with R抑制ceto the Abhidhal71/a kosa blubya and the Pra均lasC/lI111tpadaりJakhμ

Critically吋itedfrom thcωnc， Dergc， Narthang and Pcking Editions of the libcta.tll1叫lIr)，室寺義

仁(械J:tV京都 1985

MN:ん幼'hil1lc/-.川崎IQPTS.60 

T:大正彩iil化たji蹴圭

Vs: Vif!1.抑制vijnaptimatratasiddhi(Vasllbanclllll) sa L 

W : Sphu!eiJtha AbhidhaJ7l1akoSm同khyath巴workofYaSoIl1i凶 pm11 ;吋it吋 byU. Wogihara. -Sanki加

BlIddhist B∞kSto民 1989

-72一



(96) 

能谷大学fJl:数学研究室年報 23号 2019年3月

参考文識

P.Maunglin 

[1922，1928，1931 J The Path of Purity.3vols，Oxfol叫 Pali TexlS∞i巴ザ

NおJamoli

[1956J刀'IePath ofPurijicatiol1，2vols. Colombo 

背原令知編

[2015J r倶合一絶ゆることなき法の紛ト 』龍谷大学仏教判知4、自照社山版

[2018J i.入拡分裂、結集、アヒγノレマ:Sangiti-SUIraの成立背景」 仰教朝日f究74・7・35

赤沼智普

[1976J附随遡喜腕問 調国訳ー切紐・毘u..1ffll27、関口板、大東出制:刷版1933)

[1985J r漢巴四部四阿含.ID.~銭l 脚1 1割高 (初版破鹿閉山厨 1 929)

小谷信千イミほか

[2015J i新出党本 『倶舎論家=主刷(界品)誌R.(3) J、真宗給制防府側捜 33:115・143

荻原雲来

[1933J附捌抜倶針i概J安以:f具合i飾制行合

片山一良

[1998J r中部(マツジマニカーヤ)恨本五寸経節目、大蔵出版

川村昭光

[1978J i加凶ntikaの形制開請諭JrEn度学仏教学lV閲 27:168・169

本付誠司

[2012J iアヒ・ダノレマの二諦説ー訳注の院 ・イ ンド編IーJr~旬i翠大学仏教学制需艇長J 43: 468-434 

木村泰賢

[1 975J附毘達磨大毘婆沙論』匪沢一切経・毘i掛け、改訂版、ブ〈東出版社(初版1929)

本付泰賢 ・百義雄 ・坂本幸男

[1975J n珂毘遥磨大毘婆沙論』国訳一切経・毘母部10、改訂)医、大東出仮社(初版1930)
工藤道由

[1983J í身調彩色説ー表業 ・ 当時刻~J r，仏教学J16: 1-21 

棋部建

[1%9J n具舘命の研究界・根品』法政館
rl973J r説一切有部アピダノレマにいう八種の「形色JについてJr仏教研究J3: 48-53 

佐々木現}I国

[1990J r仏教.c.趨!学のftf移E:アッタサーリニーの研究j法骨組官
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武田宏道

[2013J r}Jl可毘述j官制永田文昌堂

塚田康夫

[1985J r{具合論における叙践の法制ドW七桁Jr均昨'M則 138:19・56、立正ブ荷主仏教学会
湖国:明

[199OJ rパーリ仏教における色法をめぐる;締街11ト形色・極微:-Jr仏教研究J19: 139-162 
b∞8Jιfーリ ・アピダンマ思想の研究 :!!!~我論の椛~ 平楽寺;I ~J.~

[2014J r法:!J~7.ÍtÌi'-11: Dhamm四 n伊りi-al¥hakalhaとDhamm俗angllJ)I-mula依五 』平祭寺普庄
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b∞8bJ r栄町における空界と虚空!!!~1.'\JJ rf.111.立学仏教学I附tJ57-1: 360-356 
西義雄

[1976J n何日山担割H舎iii旭国訳一切組， .bI!'lJmi 25、己文訂版、ブ¥JRIII版社(初版1935)
舟橋一哉

[1 987J 町日合論のI肌j~開明 : 業.WJ 法JÎ:峨.i

水ill-y.~Lvc

[1卯7aJr仏教秋思研究J2、税対一1:
[1 997bJιfーリ山市!J1iJf究J3、春初，*J:

室寺義{て

[1985J r成業論.チベット訳校訂本』樹似:刺i
[1986J rn只合;細 ・『成結制 ・『偽足並¥f::fJiリJr宮教文仙 156:82・53
森価基

[1984J rパーリ仏教注1欣献の研究J11印刷ムil淋
山口議

[ 195 1 J 日捌の成業論 : 普勤武の7t3jil~によるF印刷解明』 法蹴n

山口金・出T伴飢1登

[1953J ru搬 111織の原州引用出抑n
結城令flH

[1986J rll!刺I(f~識の研究:上』 宵'ilI11 ~I抗
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吉田哲

白016Jrディグナーガによるサーンキャ知党批訓の特徴Jr印度判ム教学研段J64-2:939・933
渡過慌雄
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[1抑制]附毘遥謄♂議促2制国訳一切紐・毘曇剖旬、改訂版、対I!出版社(初版1932)

[1976eJ r舎利弗阿毘母5制国訳一切組・毘剥119、日照T版、大東出版社(初版1934)
泌甜捌'E'水野班、元・大石秀典
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